第3号議案－1

エンゼル福祉会　中期経営計画（案）
（H27/04～H30/03）

社会福祉法人エンゼル福祉会
中期経営計画策定の趣旨

昭和50年代以降の急速な少子高齢化等に加え、平成20年代は団塊の世代の高齢化を迎え、65歳以上の高齢者数は、2025年（平成37）には3657万人と予測されている。また、認知症高齢者も増加していく傾向にあり、もともと高齢者の人口の多い地方でも緩やかに増加していくことも見込まれている。

そのような中、措置制度の時代を終えた現在では、社会福祉法人の在り方については、大きな転換期を迎えようとしています。
公的な福祉サービスは、分野ごとに飛躍的に充実してきましたが、昨今の社会情勢の中では、制度によるサービスだけでは対応できない、単身高齢者に対する見守りなど「制度の狭間の課題」が顕在化している。こうした課題は、かつては家族や地域共同体による助け合いによって対処されてきた面が多いが、都市化・過疎化や家族のつながりの希薄化の中で、地域の助け合い機能は縮小してきている現代だからこそ、制度や市場原理では満たされないニーズについても率先して把握していくとともに、「地域における公益的な活動」への対応を図っていく役割がある。

社会福祉法人は、社会福祉事業を主たる事業とする非営利法人であり、本来、こうした取り組みを実施することを前提として、補助金や税制優遇を受けているものであり、経営努力や様々な優遇措置によって得た原資については、主たる事業である社会福祉事業はもとより、社会や地域での福祉サービスとして還元することが求められていることを改めて認識し、それに応じ続けていける法人でなくてはならない。

　その為にも、私たち社会福祉法人が「地域を知る」活動を基に、地域の方々に「社会福祉法人」を知って頂く機会を増やさねばならない。そこから様々な情報取得・共有の機会を通じ、生活困窮者や介護相談などの総合相談窓口となっていけることは、セーフティネットへの一躍を担える１つだと考える。そして、相互の関係の構築の先に、本質的な地域ニーズや、福祉ニーズを知り得る機会となり、その課題に応えていける活動こそが、社会からの期待にこたえる姿であり、地域における「豊かな暮らし」を支え担えることにもなる。
　また、社会福祉法人として更なる国民から信頼を得ていく上で、財務諸表等を公表していくことは、先に記した地域ニーズへの活動資金なども明確に示す事となり、透明性ある財務状況に社会福祉法人としての運営に大きな理解を得ることともなる。

　社会福祉法人エンゼル福祉会は、奉仕の精神に基づき、サービスの専門性に努めるとともに、介護サービス提供の「基本」を忠実に、入所・利用者の人権の尊重に努め、時代の変化に対応していく為の指針として、本計画を策定する　

品　質　方　針

私たちは『尊厳と自立』に満ちた生活をおくるために、

お客様が安心して利用できる

信頼度の高い介護サービスを提供する。

会　訓

奉　仕　の　精　神

信　用　と　信　頼

報　恩　感　謝

礼　節

協　調

１、法人の基本理念　　

Ⅰ．法人の基本理念

社会福祉法人エンゼル福祉会は、現在の豊かな社会発展に、様々な形でご尽力され、かつ、豊富な知識と経験を持たれる人生の先輩方への『尊敬』と『感謝』の気持ちを、『介護サービス』・『地域社会への貢献』を通じて表現し、『豊かな長寿社会』の実現に向けた社会福祉・地域福祉のインフラとし、地域社会に対する社会福祉法人の責務を全うすることを法人の基本理念として、『会訓』・『品質方針』・『行動指針』３つの考え方を基に、施設運営を実践する。

Ⅱ．事業運営の基本理念
ⅰ．人として｢尊厳のある暮らし｣を支援する。
ⅱ．自立を基本に｢能力に応じた｣支援を行う。
ⅲ．家族・地域と共に運営する。
ⅰ．人として｢尊厳のある暮らし｣を支援する。
利用者自身が安心感をもって、ご自分のペースで生活の主体性を保持・回復することができるように、なじみの人間関係や環境の下で、生活そのものを組み立てていく支援を行なう。また安心して暮らすことができる地域社会の実現に向けて日常生活や日常活動のあらゆる機会を通して地域社会と結びつくような運営を目指し、社会性の継続と地域の一員として関係が築けるようにする。併せて、地域の社会資源を利用することを通して、関係機関とも連携を図りながら「安心して暮らすことができる地域社会」の実現に向けて、包括的な地域ケア体制を確立できるよう運営し、尊厳ある暮らしを支える事を実践する。
ⅱ．自立を基本に｢能力に応じた｣支援を行う。

社会福祉法の福祉サービスの基本的理念・介護保険法の目的ならびに運営基準の基本方針に共通して明文化された基本理念『その者が有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように』という自立支援を基本に運営にあたる。併せて自立度が低下してきた場合でも状態に応じた支援を行い、暮らし続けることができることを目指す。また｢個別と共同の両面へのケアを大切にしていく｣利用者個々人の個別性に対するケア（個別ケア）と、共同の生活・活動における関係性に対するケア（共同生活介護）の両面から、能力に応じた暮らしを支える事を実践する。
ⅲ．家族・地域と共に運営する。

利用者の家族は運営の主体者であると位置づけ、利用者の生活を一緒になって支援する立場で運営にあたる。併せて利用者の在宅生活を支える家族等に対する相談・助言・介護指導など介護者支援を行い、家族等と一緒になって運営にあたる。また、地域の他職種連携をはじめとし、施設を利用するボランティアの方や関係団体、住民と一体となり介護の質の向上を実践する。
中期経営計画における理念及び行動指針

<中　期　経　営　計　画　理　念>

人に社会に自分自身に誇れる仕事の実践
<中　期　経　営　計　画　行　動　指　針>

· 専門職として、自分（達）にしか出来ない、
　　　　　　　　　　　　自分（達）だからこそ出来る仕事をする。
· 専門職として、常に仕事の成果・真価・進歩を追及する。
　　　　　　　　　　　
· 専門職として、言い訳や妥協せず、今出来ることに最善を尽くす。
1、 法人の組織
　社会福祉法人　　　　　　　　　　　　理事長　　　　　　　　　理事会（6名）　　　　  評議員会

エンゼル福祉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 監事（2名）            (13名)



　　越谷なごみの郷　　　おたけの郷

２、法人の事業

　　次の社会福祉事業を運営し、サービスの質を向上させると共に、法人運営の健全化に努めるものとします。

１）特別養護老人ホーム　　　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷・おたけの郷

２）地域密着型介護老人福祉施設　　　　　　　　　  越谷なごみの郷

３）短期入所生活介護　　　　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷・おたけの郷

４）通所介護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷

５）認知症対応型通所介護　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷

６）訪問介護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷

７）居宅介護支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越谷なごみの郷・おたけの郷

８）地域包括支援センター（委託事業）　　　　　　　　越谷なごみの郷
3、 法人の役員
定款に則り、改選の都度理事会承認で定める
事　業　計　画

１、理事会及び評議員会の開催
前年度決算報告　　　　　　　　　　　　5月下旬
補正予算および上半期事業報告　　　　　12月又は1月
翌年度事業計画（案）および予算（案）　 3月下旬

２、監事による監査
   毎年5月中旬

１）　 監事は、法人の財産の状況や財務内容及び各施設の運営状況や会計の執行状況、入所（入居）者預り金の取り扱い状況について監査を実施します。

　　 また、理事会に出席し理事会の運営状況及び理事の業務執行を監査し、必要あると認めるときは意見を述べるものとします。監査報告書を作成し理事会及び埼玉県知事および厚生局長に報告します。
３、外部監査

　公認会計士事務所による外部監査を毎月及び決算期に受け経営の透明性を図ります。
４、法人研修

○グループ法人　新卒職員合同入社式　　　　　 　　

○グループ法人　新卒職員入社時研修　　　　　
　　　　　　　　　　　　　＊2泊3日の宿泊研修
○社会福祉法人合同新卒職員入社時研修　　
○社会福祉法人エンゼル福祉会新卒職員入社時研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○グループ法人3年目研修　             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊入社3年目職員対象

○エンゼル福祉会責任者研修　　　　　　　　　　　　 　　　

　　　＊係長・フロア責任者対象
○グループ法人新卒職員フォローアップ研修　　　1泊2日の宿泊研修

○グループ法人全社発表会　　　毎年3月中旬

５、職員採用計画
　　新卒職員採用　：　毎年10名　　

　平成29年度末法人職員予測数  　：　265名
全サービスにおける介護福祉士職員の在籍率：60％
　職員の待遇向上と育成のために処遇の見直し、規程の整備、職員研修の充実を図っていきます。

　エンゼル福祉会だからこそ追求できる専門性と、寮制度を活用した地方への採用活動を図り、安定したサービス提供が出来るように致します。
1．中期経営計画重点課題　

＜越谷なごみの郷＞
・年間介護保険事業収入の確保（8億1500万円の達成）

・介護サービスの「質」と「量」の確保

（在職3年以上65％以上╱介護福祉士60％以上）
　　　　　　 　・地域包括ケアシステム確立に向けての推進

　　　　　　・地域住民が施設（資源）を活用出来る環境の確立

　　　　　　・新たな福祉ニーズに対応する事業展開

＜おたけの郷＞
　　　　　　・年間収入　7億3200万円の達成　

・法令を遵守した運営を実践する

・安定した組織体制の確立

２．中期経営計画の内容　

　私たちは、法人設立時の原点に立ち返り、現在実施していることを検証（調査・研究）し、より優れたサービス体制の構築を目指します。

（1） サービス向上への取り組み

（2） 組織強化への取り組み

（3） 人材の育成・確保への取り組み

（4） 経営基盤充実への取り組み

＜サービス向上への取り組み＞

	No.
	項目
	No.
	具体的内容

	１
	利用者本位のサービス提供
	①
	高齢者がヒトとして尊厳ある暮らしの追求を実施するとともに、介護予防への強化取組みを実施する

	
	
	②
	利用者の尊重・人権配慮・プライバシー保護を旨とした研修を継続実施するとともに、身体拘束・虐待ゼロに向けた取り組みを推進する

	
	
	③
	利用者満足度調査、個別面談、懇談会等を実施し、定期的な利用者満足の聴取・分析・分析結果の評価を行ない、サービスの改善につなげていく

	
	
	④
	苦情解決の仕組みの周知など、利用者が意見を述べやすい環境整備を行ない、結果について迅速に対応・公表できるような体制づくりを実施する

	２
	福祉サービスの質の確保
	①
	業務マニュアルの作成の上、ISOの取得を卒業し、第三者評価を実施し、評価結果の分析と課題解決を職員参画のもと行なっていく

	
	
	②
	個々のサービスについて現在の実施方法を検討し、定期的な整備・更新を実施する

	３
	地域との交流と連携
	①
	地域との関わり方について基本的な考え方を構築し、文書化する

	
	
	②
	地域の社会資源（関係機関・団体）情報リストを作成し連携をはかるとともに、利用者にも積極的に提供できる仕組みをつくる

	
	
	③
	介護研修・相談会の実施、災害時の支援協力体制など事業所の持つ機能を地域に提供できるネットワークづくりを構築する

	
	
	④
	地域の福祉ニーズを把握し、それに応える事業・活動を行なう

	４
	ボランティア
	①
	ボランティア担当者の役割を明確にし、計画立案を行ない、利用者サービスのみならず、地域福祉向上を目的としたボランティアの育成・発展に努める

	
	
	②
	ボランティア受入に対する、研修会、講座の開催等を実施する

	５
	安全管理・リスクマネジメント
	①
	感染症・食中毒・介護事故・交通事故撲滅に向けたマニュアル・規定の整備・更新を行なうとともに、適切な周知・活用方法の検討・実践を行なう

	６
	災害対策
	①
	食料の適正備蓄、施設内什器の転倒防止対策を検討し、災害時の対策に努める

	
	
	②
	災害時の避難誘導体制の構築と災害時対応マニュアル訓練の実施


＜組織強化への取り組み＞

	No.
	項目
	No.
	具体的内容

	１
	魅力ある組織づくり
	①
	増大する福祉・介護ニーズを的確に捉えたビジョンを明確にし、内外から評価され、「越谷なごみの郷を利用したい」「越谷なごみの郷で働きたい」と言ってもらえるようなブランドづくりを行なう

	
	
	②
	事業所単位で計画的な社会貢献活動を立案・実施する

	
	
	③
	協力関係にある医療機関・学校・保育園等との連携を強化し、魅力ある組織づくりの一助とする

	
	
	④
	どんな小さなことでも気付いた事は提言できるような「提案制度」の構築

	２
	管理機能の充実
	①
	法改正、制度改正、法令遵守、監査・実地指導に向け、常日頃の環境整備と実施時の迅速な対応を強化する

	
	
	②
	内部監査機能の強化を図る

	３
	広報活動の充実
	①
	事業所の広報誌を作成し地域に配布するとともに、インターネット（ホームページ）を活用した迅速かつ適切な広報体制の充実を図る

	４
	業務分掌と責任体制の明確化・組織統制
	①
	業務分掌の整備・更新を定期的に実施するとともに、全職員に適切な周知を行ない、役割分担と責任体制を明確にする

	
	
	②
	施設のスケールメリットを最大限発揮できるよう、個々の部門の特性を他部門に活かすための部門間連携強化策をはかる

	５
	経営委員会の開催
	①
	課題・問題発生時のみならず、施設各サービスの現状分析と将来ビジョンを検討する会議の強化に努める

	
	
	②
	部門長会議を始めとした各種会議の在り方を検討し、より効果的な戦略討議・情報共有・幹部職員育成の機会とする


＜人材の育成・確保への取り組み＞

	No.
	項目
	No.
	具体的内容

	１
	人材の確保・育成
	①
	中途採用計画を充実させるとともに、離職防止に努め、産休・育休発生時や急な欠員補充に対応すべく施設の連携を密にした即効性な人材確保対策を構築する

	
	
	②
	法人研修体系に沿った新人・現任研修、組織のスケールメリットを活かした交換研修の実施など各種研修体制の充実をはかる

	
	
	③
	OJTシステムの徹底、資格取得に向けた支援体制の充実をはかる

	
	
	④
	衛生委員会取組みの充実をはかる

	
	
	⑤
	将来の福祉人材育成に向け実習生の受入れを積極的に行なうとともに、指導者の育成にも力を注ぐ

	２
	人事制度の充実
	①
	適正な自己評価・上司評価・フィードバックの実施に努め、総合的な人事考課制度の見直し・充実を図る

	
	
	②
	職員自らが志す目標をもとに上司との面談により進める「目標管理制度」の強化・充実を目指す

	
	
	③
	年1回定期的に職員自らが申告する「自己申告制度」の実施を検討し、人事管理の充実と組織の活性化を目指す

	３
	人事施策の構築
	①
	正規職員登用・役職員登用のための制度・指針づくりを始め、職員の将来像が見え、モチベーション高揚につながるような人事施策を構築する

	４
	働きやすい職場環境づくり
	①
	休暇制度、健康管理、メンタルヘルス対策の充実に努めるとともに、職員交流の機会を増やすなど、働きやすい職場環境づくりを目指す

	
	
	②
	良い所を伸ばしていくための法人独自の「表彰制度」づくりに向け、検討・実施する

	
	
	③
	職員親睦会活動の充実・強化に向け、協力・支援を行なう


＜経営基盤充実への取り組み＞

	No.
	項目
	No.
	具体的内容

	１
	環境と経営状況の把握
	①
	事業をとりまく地域の特徴・変化を始め、制度の動向・方向性を的確に把握し、全職員に分かりやすく周知する仕組みを作る

	
	
	②
	法人・事業所の経営状況を的確に把握し、全職員に分かりやすく周知する

	
	
	③
	外部監査導入に向けての研修・検討を行なう

	２
	計画的な収入・支出
	①
	的確なコスト分析を行なうとともに、全職員に具体的に周知しコスト意識高揚に向けた仕組みを作成する。また、経費節減に向けた対策を法人全体や施設ごとに構築し、施設一体となった取組みを行なう

	
	
	②
	事業所の定員・稼働状況を都度分析し、状況に応じて適正な収入の確保に向け改善策を実施する

	
	
	③
	利用者の自己負担が増加傾向にある中にあって、滞納防止に努めるとともに、制度改正や利用出来る軽減制度について適切に説明の実施をする

	
	
	④
	収入と対比した適正な経費支出を把握し、見直す機会とともに、削減に努める。また、施設一体で無駄を削除し、節減に努めていける仕組みを作る。


３．中期経営収入計画
＜法人＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千）

	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	収　入
	1,483,800
	1,532,600
	1,548,000
	1,553,000


＜越谷なごみの郷＞
	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	収　入
	800,000
	800,000
	810,000
	815,000


＜おたけの郷＞
	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	収　入
	683,800
	732,600
	738,000
	738,000


４．各サービス別　中期事業計画

（１）特別養護老人ホーム・ショートステイ

　①ヒトとして暮らすことへの追求と実践

施設高齢者の「施設の暮らし」から「地域の中で（と共に）暮らしていける」事への

追求
　②社会福祉資源の効率的╱有効的な活用

　　空き居室の発生から次に施設を利用する方までの迅速的な対応を、現在の機能体制

強化および見直しを図る
地域の方が、施設を活用できる取組み
　③医療との連携

　　特別養護老人ホームの入所条件の見直しに伴う重度者の増加に対し、看護体制の充

実と共に、医療事業者との連携強化
　（看取り体制の充実╱肺炎予防の強化╱常勤正看護師の雇用）
④人材の充実

　研修体制の充実を図る

　中途採用者へのOJTシステムの見直し

　OJT指導担当者への研修の確立

⑤質の高い福祉サービスの提供

　介護事故における徹底した改善（誤薬０・直接介護事故０）

　福祉援助を受ける人の立場の権利確保（尊厳の保持）
　第三者評価の受審
　専門的な福祉の知識・技術取得に努め、介護技術の向上を目指す（介護福祉士取得

者7割）

⑥職場環境の整備・改善

　腰痛予防対策として介護リフトを導入（平成28年度・29年度）

　　電動ベッドの導入╱車椅子の整備
　⑦施設独自のパンフレットの作成（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）

　⑧「楽しみ」の提供型イベントから、高齢者と共に築けるイベントへ

　⑨新たな福祉ニーズへの事業展開

　　→ベッドシェアの実施に伴う在宅生活の継続

　　→看護業務時間体制の見直し
・　収入計画　
越谷なごみの郷　(特別養護老人ホーム／短期入所生活介護)　　　　　　　　（収入計画）
	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	特　養　収　入（千）
	291,000
	290,000
	293,000
	300,000

	ショートステイ収入（千）
	103,000
	100,500
	100,500
	100,500

	特　養　稼働率（%）
	91％
	95％
	95％
	95％

	ショートステイ稼働率（%）
	155％
	155％
	155％
	155％

	100床稼動率（%）
	101％
	104％
	104％
	104％


	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	地域密着型特養収入（千）
	120,000
	124,000
	124,500
	125,000

	ユニット型SS収入（千）
	45,500
	43,500
	43,500
	43,500

	地域密着型特養稼働率（％）
	88％
	94％
	94％
	94％

	ユニット型SS稼働率（％）
	108％
	110％
	110％
	110％

	38床稼動率（％）
	92％
	97.7％
	97.7％
	97.7％


おたけの郷（特別養護老人ホーム／短期入所生活介護）
	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	特　養　収　入（千円）
	605,700
	602,000
	602,000
	602,000

	ショートステイ収入（千円）
	66,000
	114,000
	122,000
	122,000

	特　養　稼働率（%）
	92％
	93％
	93％
	93％

	ショートステイ稼働率（%）
	70％
	103％
	110％
	110％


（2）デイサービス　（従来型・認知症対応型通所介護）

　①質の高い在宅サービスの提供
　自立支援の介護を提供すべく支援方法に関する介護力の向上を図り、より専門性の高

いサービスの提供を図る（介護予防利用としても対応出来る）

　「提供される楽しみ」から「失った能力を取り戻せた喜び」重視へ

　第三者評価の受審
　②新たな福祉ニーズに対応する事業展開

　サービス提供時間延長の検討（夕食まで）

　年末年始の運営（認知症対応型）

　③人材の育成・確保（介護福祉士への育成）

　④経営の健全化を図る

　地域への情報の発信を行いサービスを必要とする方へ迅速な提供と、安定した利用者
の確保を図る

　⑤環境の整備

　車椅子の整備

　車椅子トイレの設備環境

　送迎車の入替
　⑥専門知識を活かした地域貢献への取り組み

　
・　収入計画　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収入計画）　　　　　　

	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	従来型　収入　　　（千）
	91,000
	87,000
	88,000
	90,000

	従来型　稼動率　　（％）
	74.2％
	75％
	77％
	78％

	認知症対応型　収入（千）
	27,600
	25,000
	27,500
	29,000

	認知症対応型稼働率（％）
	68.3％
	70％
	72％
	75％


（３）訪問介護サービス

　①質の高い在宅サービスの提供
　自立支援の介護を提供すべく支援方法に関する介護力の向上を図り、より専門性の高

いサービスの提供を図る

　人材の確保、人材の育成を積極的に行う（次世代の職員確保）

　第三者評価の受審
　障害者需要の増大を見込み障害者支援受入れへの対応
　②新たな福祉ニーズに対応する事業展開

　痰吸引対応が出来る職員の確保

　③人材の育成

　④経営の健全化を図る

　地域への情報の発信を行い安定した利用者の確保を図る

　⑤車輌事故予防の強化

　研修等の検討

　車輌整備
　⑤専門知識を活かした地域貢献への取り組み

	　・収入計画


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	訪問介護収入（千）
	48,000
	50,000
	50,000
	50,000

	利用者数（平均）
	74（30）
	80（30）
	85（30）
	90（30）

	総合支援費（平均）
	13
	14
	15
	15


※（　　）は予防給付

（４）居宅介護支援事業

　

①専門性を活かした地域貢献への取り組み

介護相談の実施╱民生委員児童委員との懇談会╱福祉協力員との懇談会

認知症サポーター養成講座の受講╱認知症に特化した介護相談の実施

②人材育成と確保

外部研修の積極的受講（介護支援専門員レベルアップ研修╱主任ケアマネ）

常勤10名体制の運営と複数いることでのメリットの明確

③地域╱医療╱他職種との連携

困難ケース等の事例検討会の実施

④在宅福祉を中心としたサービス展開

地域包括ケアシステムと連動させた住み慣れた自宅での生活の継続

⑤業務ソフトの検討（雇用人数に対応出来るソフト導入）

・　収入計画　
越谷なごみの郷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（売上計画）

	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	居宅介護支援（千）
	49,000
	55,000
	56,200
	57,400

	給付管理平均件数（月／件）
	274
	320
	340
	350


おたけの郷

	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	居宅介護支援（千）
	11,200
	15,700
	22,400
	28,000

	給付管理平均件数（月／件）
	65
	90
	120
	150


（５）地域包括支援センター

①総合的な相談体制と保健・医療・福祉の連携

地域包括ケアシステムの確立

②地域ケア会議の推進

③予防重視型システムの充実

④地区センター移動による効果的運営と環境整備

（６）総務課　

①組織体制の強化機能と充実を図り、職員の相互信頼の確保に努める

就業規則等に記載ある各種制度の理解の促進

②新会計基準に拠り、健全化ある会計処理

③施設設備について財務計画とリンクさせて確定し、それに基づく実施を図る

ボイラー機器・空調機器・業務用乾燥機・車輌・アスファルトほか

④職員採用に関する取り組み（離職率に関する考察と対応を含む）

⑤経費節減（削減）への追求

⑥法改正や資格取得支援制度等の情報提供
⑦介護福祉士実習生受入れ体制の強化
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